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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部分と下部分を有する圧力容器のための交換可能な上部または取っ手リング体及び下
部または支持基底リング体であって、前記リング体は、容器の取っ手として規定される上
部リング体と、容器の支持基底部として規定される下部リング体とを含み、前記上部リン
グ体及び前記下部リング体は、耐熱性材料、熱硬化性材料またはこれらの組み合わせより
製造され、前記圧力容器の前記上部分及び前記下部分に設けられた突起部と、前記リング
体を着脱可能に係合する係着手段とを含み、
　前記係着手段は、前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持基底リング体
の縁に形成され、前記容器の面に対向し、前記圧力容器の前記上部分及び前記下部分に設
けられた突起部に被さって摺動可能にする複数の開口を含み、各々の前記開口は、前記突
起部に形成されたホック掛止体の掛止端を受けるための内部止め部を有する、交換可能な
上部または取っ手リング体及び下部または支持基底リング体。
【請求項２】
　前記開口は、前記突起部に形成された前記ホック掛止体の前記掛止端から前記内部止め
部の掛止を解除可能にする側孔を有する、請求項１に記載の交換可能な上部または取っ手
リング体及び下部または支持基底リング体。
【請求項３】
　前記開口は、前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持基底リング体に形
成された長手溝である、請求項２に記載の交換可能な上部または取っ手リング体及び下部
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または支持基底リング体。
【請求項４】
　前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持基底リング体は、前記圧力容器
に接触するそれらの縁において、前記容器上に落下し得る水またはその他の液体を排出可
能にする凹部を有する、請求項１に記載の交換可能な上部または取っ手リング体及び下部
または支持基底リング体。
【請求項５】
　前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持基底リング体には、前記容器の
技術データを確認するラベルを受けるための２つの外側面領域が設けられている、請求項
１に記載の交換可能な上部または取っ手リング体及び下部または支持基底リング体。
【請求項６】
　前記下部または支持基底リング体は、前記圧力容器を土壌に接続する接地ピンと共に形
成されている、請求項１に記載の交換可能な上部または取っ手リング体及び下部または支
持基底リング体。
【請求項７】
　前記容器は、家庭用もしくは産業用ＬＰＧガス容器、酸素ボンベまたは溶接工程に用い
るガスボンベである、請求項１に記載の交換可能な上部または取っ手リング体及び下部ま
たは支持基底リング体。
【請求項８】
　圧力容器であって、上部分と下部分を有する本体と、合成材料より製造され、前記圧力
容器の前記上部分及び前記下部分に設けられた突起部と着脱可能に係合する係着手段を有
する、交換可能な上部または取っ手リング体及び下部または支持基底リング体とを含み、
　前記係着手段は、前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持基底リング体
の縁に形成され、前記容器の面に対向し、前記圧力容器の前記上部分及び前記下部分に設
けられた突起部に被さって摺動可能にする複数の開口を含み、各々の前記開口は、前記突
起部に形成されたホック掛止体の掛止端を受けるための内部止め部を有する、圧力容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は主に圧力容器に関し、より詳細には、圧力容器と共に用いるための、耐熱性材
料、熱硬化性材料またはこれらの組み合わせより作られた交換可能な上部または取っ手リ
ング体及び下部または支持／基底リング体のセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　当業者に知られるように、該技術分野において、家庭用もしくは産業用のＬＰＧ容器、
酸素ボンベ、溶接工程に用いるガスボンベまたは他の圧力ベッセル及び／または容器のた
めに用いられる圧力容器は、金属材料より一体的に作られる。
【０００３】
　一般的に、前記圧力容器は、金属板（通常は鋼鉄）から形成される２つの末端部分より
製造される。該金属板は、プレートロール機により丸くされ、または大容量のプレス機に
より型押しされて、通常は開口端と閉鎖端とを有する管状または類似の形式となる。該末
端部分は開口端の縁に沿って互いに溶接され、閉鎖本体またはハウジングを形成する。
【０００４】
　第１のリング状体は前記圧力容器の上半分と溶接されて、取っ手部を提供する。第２の
リング状体は前記圧力容器の下半分と溶接されて、支持または基底部として規定される。
【０００５】
　加えて、前記圧力容器には、その上半分の中央に位置する弁座部が設けられている。前
記弁座部は、弁要素の外ネジを受けるための内ネジを有しており、容器とガスを使用する
装置との間のガス流を制御する。前記弁座部もまた、溶接によって前記容器の本体に取り
付けられる。
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【０００６】
　圧力容器の技術水準における既知の問題点としては、トラックからの積み降ろしや、保
存のための積み重ね、及び／またはガスの最装填または補給工程中において取り扱われる
際に被る衝突及び衝撃から、圧力容器が耐える損傷が挙げられる。換言すれば、これらの
圧力容器が使用される数多くの状況において衝撃を被るかもしれず、該衝撃によってその
寿命が減少すること及び／または保守コストが増大することがある。
【０００７】
　上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体が、主に後者においては
、輸送のための容器の積み降ろしや、保存のための積み重ねの際にさらに多くの衝撃を被
って、交換が必要になるとき、この状況は特に悪化する。
【０００８】
　より具体的には、上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の交換
においては、それらの摩耗だけでなく、容器に取り付けられる溶接箇所を一通り破断し、
容器表面における前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持／基底リング体
が取り付けられていた箇所を下塗りし、続いて新しい上部または取っ手リング体及び下部
または支持／基底リング体を溶接することも必要となる。
【０００９】
　上記工程の１つ１つは、圧力容器の材料を連続する加熱冷却サイクルに供し、経時的に
圧力容器の金属構造の一体性を損なうことを意味する。上部または取っ手リング体及び下
部または支持／基底リング体の交換は、大変な重労働であることに加え、容器が供される
加熱冷却サイクルによって、容器の耐用寿命を減少させる。そのうえ、容器の修理コスト
は非常に高く、そのため、操作の費用対効果比が割に合わない。
【００１０】
　上記に加えて、上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の頻繁な
交換は、ＬＰＧ及び他の圧力ガスを商品化する産業に使用される圧力容器の維持を含む総
コストが顕著に高くなること、一般的に、ＬＰＧや他のガスは通常その価格を政府によっ
て統制されているため、しばしばそれらのコストは消費者に転嫁され得ないという事実に
より、これらの事業の利益を制限する要因となることを意味する。
【００１１】
　上述の問題点及び不都合に加えて、前記上部または取っ手リング体及び前記下部または
支持／基底リング体だけでなく、圧力容器の構造も鋼鉄より製造されているため、このこ
とにより、前記リング及び容器が仕上げとして頻繁に塗装されることになるが、このよう
な仕上げは損傷及び／または摩耗に対する抵抗に関して全く効率的ではない。
【００１２】
　上記より、前記上部または取っ手リング体及び前記下部または支持／基底リング体が摩
耗に晒され、特にそれらを覆う塗装層が損傷するとき、摩耗による腐食の恐れが増大する
ことは、当業者にとって容易に理解される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、技術水準における周知の圧力容器に関する上記問題点及び不都合を考慮し、
前記問題点に対する解決策を提供するよう展開される。
【００１４】
　したがって、本発明の目的は、上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リ
ング体の交換において、操作が単純かつ容易である、圧力容器のための上部または取っ手
リング体及び下部または支持／基底リング体の組立品を提供することにある。
【００１５】
　本発明の他の目的は、該リング体の交換によって、圧力容器の金属構造の一体性を損な
わず、圧力容器の材料を連続する加熱冷却サイクルに供しない、圧力容器のための上部ま
たは取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の組立品を提供することにある。
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【００１６】
　本発明の他の目的は、該リング体の交換によって、容器の耐用寿命の減少を伴わない、
圧力容器のための上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の組立品
を提供することにある。
【００１７】
　本発明の他の目的は、該リング体の交換によって、操作コストが顕著に減少し、優れた
費用対効果関数を得られる、圧力容器のための上部または取っ手リング体及び下部または
支持／基底リング体の組立品を提供することにある。
【００１８】
　本発明の他の目的は、耐腐食性を有し、容器の重量を顕著に減少させる、圧力容器のた
めの上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の組立品を提供するこ
とにある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
　本発明は、添付の図面に表される例示的かつ非限定的な実施態様を用いて、より詳細に
説明される。
【００２０】
【図１】本発明に係る圧力容器のための上部または取っ手リング体及び下部または支持／
基底リング体の組立品の斜視図である。
【図２】本発明に係る上部または取っ手リング体の斜視図である。
【図３】本発明に係る上部または取っ手リング体の斜視図である。
【図４】本発明に係る上部または取っ手リング体を部分的に断面で示す追加の斜視図であ
る。
【図５】本発明に係る上部または取っ手リング体を部分的に断面で示す追加の斜視図であ
る。
【図６】上部または取っ手リング体の上面図である。
【図７】上部または取っ手リング体の底面図である。
【図８】上部または取っ手リング体の正面図である。
【図９】上部または取っ手リング体の正面図である。
【図１０】上部または取っ手リング体を部分的に断面によりその内部を詳細に示す正面図
である。
【図１１】上部または取っ手リング体の追加の正面図である。
【図１２】上部または取っ手リング体を部分的に断面によりその内部を詳細に示す追加の
正面図である。
【図１３】本発明に係る下部または支持／基底リング体の斜視図である。
【図１４】下部または支持／基底リング体の底面図である。
【図１５】下部または支持／基底リング体の正面図である。
【図１６】下部または支持／基底リング体を部分的に透写してその内部を詳細に示す正反
対位置から見た上面図である。
【図１７】下部または支持／基底リング体を部分的に透写してその内部を詳細に示す正反
対位置から見た上面図である。
【図１８】下部または支持／基底リング体の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の特定かつ現在好ましい実施態様を、非限定的な例として添付の図面により示し
、以下でより詳細に説明する。それでも、本発明は、その形状及び寸法について多くの修
正及び翻案が可能であるが、本明細書は、特定の形態及び／または寸法に本発明を限定す
るものではなく、逆に、本発明の要旨及び添付の特許請求の範囲に定義される範囲内に含
まれる全てのそのような修正及び代替の実施形態を包含することを意図していると理解さ
れるべきである。
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【００２２】
　図面を詳細に参照し、図１は、圧力容器１と共に使用する、本発明に係る交換可能な上
部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体２，３の斜視図である。
【００２３】
　圧力容器１には、その上部分及び下部分に溶接または任意の他の方法により付されてい
る一組の突起３，５が設けられており、前記上部または取っ手リング体２及び前記下部ま
たは支持／基底リング体４が、それの中に形成された溝１１，１６を通して、突起３，５
と係合することができる。
【００２４】
　前記上部または取っ手リング体２及び前記下部または支持／基底リング体４は、好まし
くは、適当な合成プラスチック材料から射出成形により製造される。前記合成プラスチッ
ク材料は、反応射出成形による高密度ポリウレタンが好ましいが、これに限定されない。
【００２５】
　図２及び図３は、本発明に係る上部または取っ手リング体２の斜視図である。図２及び
図３は、前記上部または取っ手リング体２の保持部６における人間工学的構造と、圧力容
器と接触しているその縁に形成された凹部７であって、容器上に落下し得る水またはその
他の液体を排出可能にする凹部７と、圧力容器本体１の上部分の突起部３から上部または
取っ手リング体２の掛止を解除可能にする孔８とを詳細に示している。
【００２６】
　図４及び図５は、上部または取っ手リング体２を部分的に断面で示す上面斜視図である
。図４及び図５は、上部または取っ手リング体２の外側壁に特別に形成された２つの領域
９，１０を示している。第１の領域９は、技術データを含むラベルまたは類似物を受ける
ものであり、第２の領域１０は、圧力容器１の計量制御に関するデータを含むラベルを受
けるものである。
【００２７】
　加えて、図４は、圧力容器１の上部分に設けられた突起３に被さる上部または取っ手リ
ング体２との嵌合に用いられる溝１１と、圧力容器本体１の上部分における突起３から、
突起３内に形成されたホック掛止体１７によりそれが掛止される所定の位置において、上
部または取っ手リング体２の掛止を解除可能にする孔８の内部の詳細図を提供する。
【００２８】
　図６及び図７は、上部または取っ手リング体２に関する上述の構造詳細についての上面
図及び底面図である。
【００２９】
　図８～図１２は、前記上部または取っ手リング体２の正面図であり、理解を容易とする
ために上述の構造詳細のさらに詳細な外観を提供する。
【００３０】
　図１３は、本発明に係る下部または支持／基底リング体４の斜視図である。図１３は、
液体を排出可能にするための、その下部の縁に沿って均等に配された６つの凹部１２と、
本体１の上部分における突起４から、突起４内に形成されたホック掛止体１８に被さって
それが掛止する位置において、下部または支持／基底リング体４の掛止を解除可能にする
孔１３とを示している。
【００３１】
　図１は、本発明に係る下部または支持／基底リング体４の底面図である。図１は、接地
ピン１４を受けるための孔を示す。接地ピン１４は、圧力容器に蓄積され得る任意の静的
荷重を土壌へと転換して押し付けるために、圧力容器本体１との接触を保っている。
【００３２】
　加えて、図４は、圧力容器と接触している下部または支持／基底リング体４の縁に形成
された逆さの排出凹部１５を示している。凹部１５は、容器上に落下し得る水またはその
他の液体を排出可能にする。
【００３３】
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　図１６及び図１７は、下部または支持／基底リング体４を部分的に透写する、正反対位
置から見た上面図である。図１６及び図１７は、圧力容器１の下部分に設けられた突起５
に被さる下部または支持／基底リング体４との嵌合に用いられる溝１６と、圧力容器本体
１の下部分における突起５から、突起３内に形成されたホック掛止体１８によりそれが掛
止される所定の位置において、下部または支持／基底リング体４の掛止を解除可能にする
孔１３の内部の詳細を示す。
【００３４】
　接地ピン１４は、圧力容器本体１の下部分の突起５と土壌との間に接点を作るため、溝
１６に関係するオリフィスを通してさらに下方かつ直立方向に配される。
【００３５】
　図１８は、下部または支持／基底リング体４の上面図であり、理解を容易とするために
上述の構造詳細のさらに詳細な外観を提供する。
【００３６】
　本発明に係るポリウレタンなどの合成プラスチック材料より製造された交換可能な上部
または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体は、操作が単純かつ容易である
。必要なことは、螺子回しのような道具の先端を孔８，１３を通して導入し、リング体を
ホック掛止体１７，１８から係脱させることだけであり、リング体は必要な時にいつでも
容易に容器から取り外し、新しいものと交換することができる。
【００３７】
　したがって、本発明に係るポリウレタンなどの合成プラスチック材料より製造された交
換可能な上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体は、容器を加熱冷
却サイクル及び／または他のどの特別な処理にも供しない。
【００３８】
　さらに、本発明に係るポリウレタンなどの合成プラスチック材料より製造された交換可
能な上部または取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体は、圧力容器の金属構
造の一体性を損なわない。
【００３９】
　加えて、本発明に係るポリウレタンなどの合成プラスチック材料より製造された上部ま
たは取っ手リング体及び下部または支持／基底リング体の使用は、容器の耐用寿命を損な
わないという利点を提供する。
【００４０】
　本発明に係るポリウレタンなどの合成プラスチック材料より製造された上部または取っ
手リング体及び下部または支持／基底リング体の使用は、実際に安全かつ機能的であるこ
とが証明されている現在の圧力容器のリサイクル及び再利用を可能にする要因となるため
、材料の浪費を避ける経済的解決策である。
【００４１】
　本発明を実施するために現在考慮される好ましい実施態様について説明及び図示したが
、実施態様の形式における種々の修正及び変形は、当業者個人にとって容易に明らかとな
るであろう。したがって、本発明は、図示及び説明された現在の好ましい実施形態の実際
的な側面に限定されず、全ての修正及び変形のようなものは、添付の特許請求の範囲に定
義されるような本発明の趣旨及び範囲内にあると考える必要があると理解されるべきであ
る。
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